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小雨の中でも牧草収穫作業進む!!（白糠町茶路縫別 6/20撮影）

新規就農者（後継者）へ激励状を贈呈

C O N T E N T S



　

６
月
５
日
、
鶴
居
村
家
畜
共

進
会
場
で
、
第
51
回
鶴
居
村
家

畜
共
進
会
が
行
な
わ
れ
、鶴
居
・

幌
呂
地
区
か
ら
乳
牛
28
頭
、
馬

８
頭
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
員
に
は
、
牛
の
部 

︵
一

社
︶
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
北
海
道

道
東
事
業
所 

間
木
野
尚
司
氏
、

馬
の
部 

釧
路
農
協
連 

杉
原
好

彦
氏
が
あ
た
り
、
デ
ー
リ
ィ
プ

リ
ン
セ
ス
は
、
釧
路
農
業
改
良

普
及
セ
ン
タ
ー 

喜
多
村
美
花

さ
ん
が
務
め
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は
、

幌
呂
・
松
井
俊
治
さ
ん
の
出
品

牛
パ
イ
ン
ヘ
イ
ブ
ン　
パ
ン
ド
ラ　

ス
パ
ク
リ
ン　
ハ
ク
︵
８
部
二
歳

経
産
ク
ラ
ス
︶、
馬
の
部
は
、
幌

呂
・
松
井
紀
行
さ
ん
の
出
品
馬

　

大
知
︵
５
部
牝
二
～
三
歳
︶

が
最
高
位
に
選
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

主
な
入
賞
牛
及
び
出
品
者
並

び
に
受
賞
者
は
表
の
通
り
で

す
。

第５１回 鶴居村家畜共進会 開催

審査員：間木野 尚司 氏

審査員：
杉原 好彦 氏

馬の部最高位：松井紀行 さん

入　　賞　　馬　　一　　覧　　表
最　　高　　位 大　　　　　知 松 井 紀 行 幌呂
準　最　高　位 琴　　　　　風 田 中 光 儀 鶴居

部 順位 名　号 出 品 者 地区
１部（和種馬） １等１席 栄　ヒ　メ 平 田 忠 幸 鶴居
３部（農用馬牝1歳） １等１席 春富士十七 田 中 光 儀 鶴居

５部（農用馬牝2～3歳）
１等１席 大　　　 知 松 井 紀 行 幌呂
１等2席 琴　　　 風 田 中 光 儀 鶴居

６部（農用馬牝4歳以上）１等１席 二十三宝終 斉 藤 実 稔 幌呂

入　　賞　　牛　　一　　覧　　表
グランドチャンピオン パインヘイブン パンドラ スパクリン ハク 松 井 俊 治 幌呂

未経産
最 高 位 ＴＫＳ モントレー  フエイス 清 水 武 志 鶴居

準最高位 ＭＳ ヒラリー  Ｍ マニ ＥＴ 松 下 雅 幸 鶴居

経　産
最 高 位 パインヘイブン パンドラ スパクリン ハク 松 井 俊 治 幌呂

準最高位 レデイホープ サンデイ デンプシー（農）清和農場 鶴居

部 順位 名　　　　　　　号 出 品 者 地区

１部 1等1席 ＭＳ ヒラリー Ｍ マニ ＥＴ 松 下 雅 幸 鶴居

２部 1等1席 ＴＫＳ モントレー フエイス 清 水 武 志 鶴居

３部 1等1席ＩＦ エルムランド マツカ メロメロ ＥＴ 増 田 一 真 鶴居

４部 1等1席 ＭＳ ヤコブス ブロカウ マヤ ＥＴ 松 下 雅 幸 鶴居

５部 1等1席 ＴＫＳ ゴーゴー クラツシユ 清 水 武 志 鶴居

６部 1等1席 レデイホープ キヤピタル チツプ (農)清和農場 鶴居

７部 1等1席ＩＦ マタドーア エアリフト コスモ ＥＴ 増 田 一 真 鶴居

８部
1等1席 パインヘイブン パンドラ スパクリン ハク 松 井 俊 治 幌呂

1等2席 レデイホープ サンデイ デンプシー (農)清和農場 鶴居

９部 1等1席 パインヘイブン マタドーア スパークリング ルシフアー 松 井 俊 治 幌呂

10部 1等1席ＩＦ マリー メード アツトウツド 増 田 一 真 鶴居

11部 1等1席 インペルタウン ゴールド オア タイム 増 田 一 真 鶴居
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６
月
８
日
、
白
糠
町
家
畜
共

進
会
場
で
、
白
糠
・
音
別
支
所

合
同
家
畜
共
進
会
が
行
な
わ

れ
、
両
地
区
か
ら
乳
牛
29
頭
、

馬
５
頭
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
員
に
は
、
牛
の
部
︵
一

社
︶
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
北
海
道

道
東
事
業
所 

間
木
野
尚
司
氏
、

馬
の
部 

釧
路
農
協
連 

杉
原
好

彦
氏
が
あ
た
り
、
デ
ー
リ
ィ
ク

イ
ー
ン
は
、
当
Ｊ
Ａ
の
八
木
優

紀
職
員
が
務
め
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

は
、
白
糠
・
對
木
賢
雅
さ
ん
の

出
品
牛
Ｖ
Ｓ
ツ
リ
ー 

マ
ツ
ク

ス 
ダ
ー
ハ
ム
︵
９
部
経
産
四

歳
ク
ラ
ス
︶、馬
の
部
は
、音
別
・

小
野
田
喜
一
さ
ん
の
出
品
馬 

藍
桜
︵
３
部
三
歳
以
上
牝
馬
子

無
︶
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
入
賞
牛
及
び
出
品
者
並

び
に
受
賞
者
は
表
の
通
り
で

す
。

入　　賞　　馬　　一　　覧　　表
最　　高　　位 藍　　　　　桜 小 野 田 喜 一 音別

準　最　高　位 春　　　　　風 佐 藤 浩 一 音別

部 順位 名　号 出 品 者 地区

１部（１歳牝馬） １等１席 松　　　姫 小 野 田 喜 一 音別

３部（３歳以上牝馬小無）１等１席 藍　　　桜 小 野 田 喜 一 音別

４部（３歳以上牝馬小付）１等１席 春　　　風 佐 藤 浩 一 音別

５部（２歳以上和種馬） １等１席 第 二 野 菊 小 野 田 喜 一 音別

白糠・音別支所 合同家畜共進会 開催

入　　賞　　牛　　一　　覧　　表
グランドチャンピオン

ＶＳ ツリー マツクス ダーハム 對 木 賢 雅 白糠
リザーブグランドチャンピオン

ＢＳ フアンシー サンチエス ドライブ ㈱大坂ファーム 音別
ジュニアチャンピオン

ウツズスター ジユデイー スプリーム タラ 林 　 稔 幸 白糠
リザーブジュニアチャンピオン

ＫＷＦ モントレー アン センビユー ㈱敬和ファーム 音別

部 順位 名　　　　　　　号 出 品 者 地区
１部 1等1席 ウツズスター エンペラー ギヤランドウー レオ 林 　 稔 幸 白糠
２部 1等1席 ヘイチヤン メリデイツト ヒラリー マニ ＥＴ 合伊深ファーム 白糠

３部
1等1席 ウツズスター ジユデイー スプリーム タラ 林 　 稔 幸 白糠
1等2席 ＫＷＦ モントレー アン センビユー ㈱敬和ファーム 音別

４部 1等1席 ＫＷＦ アン ソロモン ㈱敬和ファーム 音別
５部 1等1席 フオグランド バツカイ ゲイン 五 十 嵐 大 地 白糠
６部 1等1席 ＨＳＹ ロブルーク ＢＣ キヤロライン ＥＴ 細 谷 亮 太 白糠
７部 1等1席 ヘイチヤン スターブライト クイーンガール ＥＴ 合伊深ファーム 白糠
８部 1等1席 ＢＳ フアンシー サンチエス ドライブ ㈱大坂ファーム 音別
９部 1等1席 ＶＳ ツリー マツクス ダーハム 對 木 賢 雅 白糠
10部 1等1席 ビユレツト スプラツシユ マジエール 對 木 隆 司 白糠
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～当ＪＡ出品牛 健闘をみせる!! ～

2018 北海道ブラックアンドホワイトショウ

　

５
月
26
・
27
日
、
北
海
道
ホ

ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
場
︵
安
平

町
早
来
︶
で
、
北
海
道
ブ
ラ
ッ

ク
ア
ン
ド
ホ
ワ
イ
ト
シ
ョ
ウ
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
道
各
地
区
の
代
表
牛
２
７

０
頭
が
出
場
し
、
審
査
員
は
福

屋
栄
人
氏
︵
恵
庭
市
酪
農
家
︶

が
務
め
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
、
４
農
場
よ

り
６
頭
が
出
品
さ
れ
、
林 

稔

幸
氏
の
「
ウ
ツ
ズ
ス
タ
ー 

ジ

ユ
デ
イ
ー 

ス
プ
リ
ー
ム 

タ

ラ
」
が
第
２
部
︵
育
成
シ
ニ
ア

ク
ラ
ス
︶
で
３
位
に
入
る
な
ど

健
闘
を
み
せ
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

は
、
北
広
島
市 

岩
田
政
彦
氏

の
出
品
牛
グ
ラ
ン
デ
ー
ル 

ア

ス
ト
ロ 

ル
デ
イ
ー 

ロ
イ
︵
第

14
部
６
歳
以
上
成
牛
ク
ラ
ス
︶

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
出
品
者
の
成
績
は
表

の
と
お
り
で
す
。

入　賞　牛　一　覧　表　（当ＪＡ出品分）

部 順位 名　　　　号 出 品 者（地区）

２部
3位 ウツズスター ジユデイー スプリーム タラ 林　　　稔　幸（白糠）

15位 ＫＷＦ モントレー アン センビユー ㈱敬和ファーム（音別）

３部 18位 ＫＷＦ アン ソロモン ㈱敬和ファーム（音別）

５部 8位 レデイホープ キヤピタル チツプ （農） 清 和 農 場（鶴居）

８部
5位 ヘイチヤン スターブライト クイーンガール ＥＴ 合伊深ファーム（白糠）

20位 ウツズスター ジユデイー シユリンプ タラ 林　　　稔　幸（白糠）
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清水武志農場から２万㎏（365日）達成牛 誕生!!

　

５
月
30
日
、
本
所
で

平
成
30
年
度
新
規
就
農

者
︵
後
継
者
︶
に
対
し

激
励
状
を
贈
呈
し
ま
し

た
。

　

新
規
就
農
者
へ
の
激

励
状
贈
呈
事
業
︵
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
北
海
道
推

進
︶
の
一
環
で
、
就
農

者
が
英
知
と
努
力
を
も

っ
て
農
業
に
意
欲
的
に

取
り
組
む
こ
と
を
期
待

し
実
施
し
て
お
り
ま

す
。

　

今
回
、
藤
原
弘
造
さ

ん
︵
鶴
居
︶、
鹿
野
諒

太
さ
ん
︵
白
糠
︶、
菅

原
涼
太
さ
ん
︵
音
別
︶、

佐
藤
和
則
さ
ん
︵
音

別
︶、
大
和
田
翔
太
さ

ん
︵
音
別
︶
の
５
名
に

武
藤
組
合
長
か
ら
激
励

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
の
ご
活
躍
を
ご
期

待
致
し
て
お
り
ま
す
。

こ
と
を
大
変
う
れ
し

く
思
っ
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
今
ま
で

同
様
、
牛
群
改
良
を

改
良
同
志
会
と
共
に

取
り
組
ん
で
参
り
た

い
。」
と
意
気
込
ん

で
お
り
ま
し
た
。

　

清
水
武
志
農
場

︵
鶴
居
︶
か
ら
今
年

の
１
月
乳
検
立
会
調

査
に
お
い
て
３
６
５

日
換
算
乳
量
２
万
㎏

の
乳
牛
が
誕
生
し
ま

し
た
。

　

清
水
さ
ん
は
「
２

万
㎏
牛
が
誕
生
し
た

左から、藤原弘造さん、鹿野諒太さん、菅原涼太さん、佐藤和則さん、大和田翔太さん（右上）

名号　「ＴＫＳ ミル チツプ」 産次 日数 乳量 F Ｐ 得点
３産 365日 20,484㎏ 3.04% 2.95% 87

（父）ミスター チヤシテイー ゴールド チツプ ＥＴ

当ＪＡ乳牛改良同志会々員
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女性部各支部　視察研修を実施！！

　

５
月
９
日
か
ら
２
日
間
、

女
性
部
音
別
支
部
は
、
６
名

の
部
員
が
参
加
し
、
十
勝
方

面
へ
視
察
研
修
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

１
日
目
は
、幕
別
町
の「
十

勝
ヒ
ル
ズ
」
を
見
学
し
、「
ク

レ
イ
ス
ペ
ー
ス
帯
広
陶
房
」

で
は
陶
芸
を
実
際
に
体
験
し

ま
し
た
。

　

５
月
27
日
、
女
性
部
幌
呂

支
部
チ
ー
ズ
部
会
は
、
13
名

の
部
員
が
参
加
し
、
幕
別
町

へ
視
察
研
修
を
実
施
し
ま
し

た
。

　
「
Ｎ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｓ
チ
ー
ズ
工

房
槲︵
か
し
わ
︶館
」
で
部
員

達
は
、
１
２
０
年
以
上
の
歴

史
あ
る
新
田
牧
場
を
母
体
と

し
た
新
鮮
で
風
味
豊
か
な
生

乳
で
作
ら
れ
る
多
彩
な
チ
ー

　

２
日
目
は
、
士
幌
町
の
遠

藤
牧
場
を
視
察
し「
育
成︵
預

託
︶
を
メ
イ
ン
と
し
、
日
々

の
観
察
、
牛
達
が
気
持
ち
の

良
い
環
境
、
向
上
心
を
持
っ

て
仕
事
は
楽
し
く
」
等
の
説

明
を
受
け
、
挑
戦
し
続
け
る

事
の
大
切
さ
等
を
学
び
ま
し

た
。

ズ
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

ラ
ク
レ
ッ
ト
・
カ
チ
ョ
カ

バ
ロ
・
モ
ッ
ツ
ァ
レ
ラ
チ
ー

ズ
な
ど
コ
ン
テ
ス
ト
で
受
賞

し
た
チ
ー
ズ
も
販
売
さ
れ
て

お
り
、
チ
ー
ズ
作
り
の
工
程

や
温
度
調
整
、
保
存
方
法
な

ど
の
説
明
を
受
け
、
大
変
意

義
あ
る
研
修
と
な
り
ま
し

た
。

音別支部

幌呂支部

遠藤牧場を視察（士幌町）

チーズ工房を視察
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～十勝管内を視察し見聞を広め、
思い出に残る楽しい研修となりました～

　

５
月
24
日
、
女
性
部
鶴
居

支
部
は
、
16
名
の
部
員
が
参

加
し
、
帯
広
市
へ
視
察
研
修

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
「
紫
竹
ガ
ー
デ
ン
」
に
到

着
し
た
部
員
は
、
園
内
で
昼

食
を
と
っ
た
後
、「
花
の
径
、

ワ
イ
ル
ド
フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー
デ

ン
、
紫
竹
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ガ
ー
デ
ン
」

等
様
々
な
コ
ン
セ
プ
ト
の
庭

園
を
散
策
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
で
部
員
か
ら

も
学
ぶ
も
の
が
多
く
あ
り
、

今
後
環
境
整
備
を
す
る
に
あ

た
り
参
考
に
な
っ
た
と
い
う

声
が
多
く
聞
か
れ
、
大
変
有

意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し

た
。

　

５
月
17
日
か
ら
２
日
間
、

女
性
部
白
糠
支
部
は
、
12
名

の
部
員
が
参
加
し
、
十
勝
方

面
へ
視
察
研
修
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

１
日
目
は
、幕
別
町
の「
十

勝
ヒ
ル
ズ
」
を
見
学
し
、
同

じ
種
類
の
花
で
も
高
さ
や
色

の
違
う
品
種
を
使
う
な
ど
趣

向
を
凝
ら
し
た
庭
園
に
、
今

後
の
環
境
整
備
の
参
考
に
し

た
い
と
い
う
声
が
多
く
出
て

お
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、音
更
町
の「
マ

ツ
ダ
樹
生
園
」
で
、
担
当
者

の
説
明
を
参
考
に
様
々
な
品

種
の
花
や
野
菜
の
苗
を
購
入

し
、
地
元
で
野
菜
の
生
産
に

役
立
て
た
い
と
意
気
込
ん
で

お
り
ま
し
た
。

鶴居支部

白糠支部

十勝ヒルズを視察

庭園の説明に熱心に耳を傾ける部員達

マツダ樹生園
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釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより
　

近
年
、
釧
路
管
内
で
は
採
草
地
や

放
牧
地
に
Ｐ
Ｒ
を
は
種
す
る
事
例
が

増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
草
地
更
新

の
際
に
オ
ー
チ
ャ
ー
ド
グ
ラ
ス
と
混

播
し
、
年
3
回
収
穫
す
る
農
家
も
出

て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
は
種
を
し
て
も
冬
枯
れ

が
ひ
ど
く
、
な
か
な
か
定
着
し
な
い

な
ど
リ
ス
ク
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
ペ
レ
ニ
ア
ル
ラ
イ
グ
ラ
ス

導
入
に
向
け
、
そ
の
特
徴
と
留
意
点

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

1
．
Ｐ
Ｒ
の
特
徴

　

Ｐ
Ｒ
は
再
生
力
に
優
れ
、
競
合
力

が
あ
り
ま
す
。
特
に
秋
の
生
育
が
良

く
、
放
牧
利
用
に
も
適
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
糖
含
量
が
高
く
嗜
好
性
は
良

好
、
消
化
性
に
も
優
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
耐
寒
性
が
低
い
た
め
、土
壌

凍
結
地
帯
で
あ
る
釧
路
管
内
で
は
、越

冬
性
が
課
題
と
なって
い
ま
す
。︵
表
1
︶

2
．
Ｐ
Ｒ
栽
培
に
お
け
る
留
意
点

　

Ｐ
Ｒ
が
良
好
に
越
冬
す
る
た
め
に

は
、
越
冬
前
に
①
草
丈
10
㎝
以
上
、

②
分
げ
つ
茎
が
3
～
4
本
ま
で
生
長

し
て
い
る
、
必
要
が
あ
り
ま
す
︵
イ

ネ
科
牧
草
全
般
も
同
様
︶
。
こ
の
条

件
を
満
た
す
た
め
釧
路
中
西
部
地
域

は
、
8
月
中
旬
ま
で
に
は
種
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

3
．
は
種
が
遅
れ
た
場
合
…

　

も
し
8
月
中
旬
ま
で
に
は
種
が
で

き
な
い
場
合
の
対
応
と
し
て
、
フ
ロ

ス
ト
シ
ー
デ
ィ
ン
グ
︵
以
下
Ｆ
Ｓ
︶

が
あ
り
ま
す
。
Ｆ
Ｓ
と
は
、
日
平
均

気
温
が
5
度
を
下
回
る
11
月
中
旬
以

降
か
ら
、
根
雪
前
ま
で
の
土
壌
凍
結

始
め
に
は
種
し
、
種
子
の
ま
ま
越
冬

さ
せ
、
翌
春
の
融
雪
直
後
に
発
芽
・

定
着
さ
せ
る
方
法
で
す
。

　

慣
行
は
種
に
比
べ
て
発
芽
後
の
個

体
数
が
や
や
劣
る
傾
向
に
あ
る
の
で
、

は
種
量
は
慣
行
よ
り
3
割
程
度
増
や

し
ま
す
。
Ｐ
Ｒ
の
追
播
な
ら
ば
2.6
㎏

／
10
ａ
に
な
り
ま
す
。

　

Ｆ
Ｓ
は
あ
く
ま
で
も
最
終
手
段
で

す
。
で
き
る
だ
け
、
8
月
中
旬
ま
で

に
は
種
す
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

4
．
事
例
紹
介

　

釧
路
管
内
Ｍ
農
場
は
、
糖
含
量
の

高
さ
と
、
シ
バ
ム
ギ
の
抑
圧
に
期
待

し
、
3
回
刈
り
体
系
で
あ
っ
た
オ
ー

チ
ャ
ー
ド
グ
ラ
ス
主
体
草
地
に
、
混

播
す
る
形
で
Ｐ
Ｒ
を
導
入
し
ま
し
た
。

結
果
、
シ
バ
ム
ギ
は
制
圧
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
サ
イ
レ
ー
ジ
の
発
酵
品

質
と
栄
養
価
が
向
上
し
、
食
い
込
み

も
増
加
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
乳

量
は
1
頭
あ
た
り
約
2
㎏
増
加
し
ま

し
た
︵
図
1
︶
。

　

一
方
、
乾
き
に
く
い
た
め
に
サ
イ

レ
ー
ジ
が
調
製
し
に
く
い
、
繊
維
含

量
が
低
く
な
る
の
で
軟
便
に
な
る
、

な
ど
の
問
題
も
あ
り
ま
し
た
。

5
．
終
わ
り
に

　

Ｐ
Ｒ
の
利
用
方
法
に
つ
い
て
は
、

ま
だ
課
題
が
残
っ
て
い
ま
す
が
、
活

用
で
き
れ
ば
と
て
も
魅
力
的
な
牧
草

で
す
。
導
入
す
る
際
は
、
普
及
セ
ン

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

図１　ＰＲ入りラップ給与による乳量変化

7

ペ
レ
ニ
ア
ル
ラ
イ
グ
ラ
ス（
Ｐ
Ｒ
）

�

に
つ
い
て

写真１　PRは葉に光沢があり、草丈は出穂始め
　　　　で50～60㎝になるイネ科の多年生牧草

表１　ＰＲの特徴と他草種との比較

写真２　ＦＳでの発芽
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Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

　
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
北
海
道
は
、
認
知

度
向
上
と
地
域
活
性
化
の
観
点
か

ら
、
６
月
12
日
の
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
公
式
戦
を
、

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
北
海
道
ス
ペ
シ
ャ
ル
ナ
イ
タ
ー
と

し
て
開
催
し
、
来
場
者
に
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
と
コ

ラ
ボ
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
を
配

布
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
バ
ン

ク
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
松
下
奈
緒
さ
ん
が

始
球
式
を
務
め
、
ち
ょ
リ

ス
が
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ダ
ン
ス
を

踊
る
な
ど
、
試
合
を
大
い

に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

ホ
ク
レ
ン

　

ホ
ク
レ
ン
は
、
社
会
・

地
域
貢
献
活
動
「
シ
ー
ズ

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
と
し
て
、
児
童
養

護
施
設
の
子
ど
も
た
ち
に
北
海
道
日
本
ハ
ム

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
試
合
を
通
じ
て
元
気
と
勇
気

を
感
じ
、
地
元
・
北
海
道
へ
の
愛
着
を
持
っ
て

も
ら
お
う
と
、
児
童
養
護
施
設
８
施
設
に
札
幌

ド
ー
ム
で
の
観
戦
チ
ケ
ッ
ト
計
２
０
０
枚
と
限

定
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
取

り
組
み
は
、
２
０
１
３
年

か
ら
継
続
し
て
実
施
し
て

お
り
、
今
年
で
６
年
目
に

な
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

　
Ｊ
Ａ
共
済
連
は
、
北
海
道
交
通

安
全
協
会
に
対
し
、
飲
酒
運
転
撲

滅
う
ち
わ
５
万
本
を
始
め
、
交
通
安
全
旗
・
交

通
安
全
の
ぼ
り
を
寄
贈
し
ま
し
た
。「
全
道
小
・

中
学
生
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
２

０
１
７
年
度
入
賞
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
う
ち
わ

は
、
全
道
各
地
の
夏
祭
り
や
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
配
布
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
で
地
域

住
民
の
交
通
安
全
意
識
の
高

揚
を
図
り
、
安
心
と
安
全
の

地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
て
ま

い
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

　

組
合
員
な
ら
び
に
地
域

住
民
の
皆
様
の
生
命
と
健

康
を
守
る
た
め
、
本
会
事

業
の
積
極
的
な
啓
蒙
推
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、広
報
誌
「
す
ま
い
る
」

を
発
行
し
て
お
り
ま
す
。

　

年
３
回
発
行
し
て
お

り
、
様
々
な
医
療
・
健
康

情
報
を
発
信
し
て
お
り
ま

す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
掲
載

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

　
Ｊ
Ａ
全
中
は
政
策
決
定
の
プ
ロ
セ
ス
変
化
を

踏
ま
え
、
夏
前
に
政
策
確
立
に
係
る
取
組
み
を

強
化
す
る
方
向
を
示
し
、
本
年
は
６
月
７
日
に

与
党
政
策
責
任
者
に
対
し
て
全
国
段
階
の
政
策

提
案
を
実
施
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海

道
で
は
全
国
大
会
に
先
立
ち
、
道
内
選
出
与
党

国
会
議
員
に
対
し
て
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
の

着
実
な
実
践
を
通
じ
た
自
己
改
革
の
進
展
に
向

け
、
課
題
と
な
る
准
組
合
員
の
事
業
利
用
の
維

持
、
会
計
監
査
人
監
査
へ
の
移
行
に
伴
う
負
担

へ
の
配
慮
、
中
央
会
の
連
合
会
移
行
に
伴
う
税

制
に
関
す
る
所
要
措
置
な
ど
、
農
協
組
織
基
盤

対
策
に
関
す
る
意
見
交
換
を
通
じ
、
Ｊ
Ａ
・
組

合
員
の
負
担
増
に
つ
な
が
ら
な
い
仕
組
み
の
構

築
に
つ
い
て
政
策
提
案
を
実
施
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会
の
活
動

内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践
や
そ
の

時
々
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
組
合
員
の
皆
様
に

定
期
的
に
お
伝
え
し
ま
す
。

各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
通
信
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宮
崎
参
事
は
事
例
を
発

表
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
今
ま
で
の
パ

ネ
リ
ス
ト
の
皆
様
の
ご
感

想
を
お
聞
き
に
な
ら
れ
ま
し
て
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

北
海
道
農
業
に
は
、
農

畜
産
物
の
素
材
の
良
さ
も

あ
り
、
応
援
し
て
下
さ
る

方
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
が
、

農
協
の
取
組
み
に
つ
い
て
は
ど
う
な
の
か
と
い
う
点
は
、

あ
ま
り
考
え
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
以
前
、
地
域

の
あ
る
方
か
ら
「
農
協
は
近
寄
り
が
た
い
」
と
言
わ
れ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
農
協
と
し
て
は
色
々
な
事
業
を

組
合
員
の
方
ば
か
り
で
は
な
く
一
般
の
方
に
対
し
て
も

展
開
し
て
い
る
訳
で
す
け
れ
ど
も
、
一
般
の
方
々
が
持

つ
農
協
に
対
す
る
理
解
、
見
方
と
い
う
の
は
ど
の
よ
う

な
も
の
な
の
か
。
そ
う
い
っ
た
外
か
ら
の
声
に
耳
を
傾

け
な
け
れ
ば
５
５
０
万
人
を
サ
ポ
ー
タ
ー
に
す
る
と
い

う
こ
と
は
中
々
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
農
業
ば
か
り
で

な
く
て
、
農
協
の
事
業
を
応
援
し
て
も
ら
う
た
め
に
ど

う
い
う
展
開
が
出
来
る
の
か
、
そ
の
こ
と
が
こ
れ
か
ら

の
取
組
み
に
な
る
と
感
じ
ま
し
た
。

宮
入
教
授　

お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
、
農
協
の
取
り
組
み

が
外
か
ら
ど
う
い
う
風
に
理
解
さ
れ
て
い
る
か
を
意
識

的
に
考
え
て
、
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思

い
ま
す
。
高
橋
参
事
は
事
例
発
表
を
お
聞
き
に
な
っ
て

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

農
業
の
こ
と
、
さ
ら
に

そ
こ
か
ら
先
へ
進
め
て
、

Ｊ
Ａ
の
こ
と
を
地
域
の
皆

さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
う
取

り
組
み
が
サ
ポ
ー
タ
ー
づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
か
わ

が
行
う
よ
う
な
、
皆
さ
ん
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た

め
の
ア
イ
デ
ア
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
取
り
組
み
が
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
山
口
副
会
長
か
ら
も
お
話
が

あ
り
ま
し
た
が
、
生
協
の
組
合
員
の
皆
様
は
本
来
食
に

関
心
の
あ
る
方
々
で
す
の
で
、
そ
の
地
域
で
生
産
し
て

い
る
農
畜
産
物
の
こ
と
、
そ
れ
を
生
産
し
て
い
る
生
産

者
、
さ
ら
に
は
Ｊ
Ａ
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
、
サ
ポ

ー
タ
ー
に
な
っ
て
頂
く
、
さ
ら
に
は
一
緒
に
な
っ
て
活

動
し
て
頂
く
、そ
う
い
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
感
じ
ま
す
。

宮
入
教
授　

続
い
て
准
組
合
員
の
話
題
に
も
入
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
か
わ
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
行
う
Ｊ
Ａ
は
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。
た
だ
そ

う
い
っ
た
取
組
み
が
、
必
ず
し
も
准
組
合
員
の
問
題
を

意
識
し
て
い
る
か
と
い
う
訳
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
准

組
合
員
の
方
た
ち
と
い
う
の
は
、
農
協
を
理
解
し
て
使

っ
て
く
だ
さ
る
と
い
う
点
で
、
利
用
す
る
サ
ポ
ー
タ
ー
に

一
番
近
い
と
こ
ろ
に
い
る
と
思
い
ま
す
。
サ
ポ
ー
タ
ー
づ

く
り
と
関
連
し
て
准
組
合
員
の
問
題
に
つ
い
て
ど
う
思

わ
れ
る
か
、
一
言
ず
つ
コ
メ
ン
ト
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

農
協
改
革
の
議
論
の
中

で
、
都
市
住
民
の
多
く
に

植
え
付
け
ら
れ
て
し
ま
っ

た
、
農
協
は
何
と
な
く
悪

い
も
の
で
あ
る
と
い
う
固
定
観
念
を
、
何
と
か
拭
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
５
５
０
万
人
サ
ポ
ー
タ
ー
づ
く

り
を
絵
に
描
い
た
餅
に
し
な
い
た
め
に
は
、
２
８
万
人

の
准
組
合
員
を
絶
対
に
味
方
に
し
て
、
Ｊ
Ａ
を
良
い
存

在
だ
と
思
っ
て
も
ら
う
た
め
に
き
ち
っ
と
ア
ピ
ー
ル
し

て
頂
き
た
い
で
す
。

　

私
が
准
組
合
員
に
な
っ
て
い
る
Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
で
は
、

准
組
合
員
の
皆
さ
ん
に
送
っ
て
く
だ
さ
る
「
虹
の
し
ず

く
」
と
い
う
広
報
誌
が
あ
り
、
可
愛
ら
し
く
て
と
て
も

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
実
践
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　

～
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
～

テ
ー
マ「
食
と
農
で
つ
な
が
る
５
５
０
万
人
サ
ポ
ー
タ
ー
づ
く
り
と

准
組
合
員
制
度
に
つ
い
て
」

「
食
と
農
で
つ
な
が
る
５
５
０
万
人
サ
ポ
ー
タ
ー
づ
く

り
と
准
組
合
員
制
度
に
つい
て
」
と
題
し
た
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン
の
内
容
を
連
載
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

高
橋　

和
則 

氏

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会　

参
事

宮
入　
　

隆 

氏

北
海
学
園
大
学　

教
授

 

森　
　

久
美
子 

氏

　
　

作
家

　
　

農
水
省
食
料
・
農
業
・
農
村

　
　

政
策
審
議
会
臨
時
委
員

宮
崎　

俊
章 

氏

Ｊ
Ａ
ひ
が
し
か
わ　

参
事

（
事
例
発
表
者
）



10

気
に
入
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
広
報
誌
の
素
晴
ら
し
さ
は
、

農
業
の
こ
と
が
分
か
ら
な
い
人
に
も
難
し
く
な
い
内
容

で
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。
決
し
て
難
し
く
な
い
け
れ
ど
も

読
む
と
、
札
幌
に
い
て
良
か
っ
た
な
と
思
え
る
内
容
に

な
っ
て
い
ま
す
。
広
報
誌
を
作
ら
れ
る
職
員
の
方
が
、

正
組
合
員
で
は
な
い
方
が
何
を
分
か
ら
な
い
か
を
知
っ

て
発
信
す
る
こ
と
、
そ
の
１
つ
１
つ
が
Ｊ
Ａ
の
力
に
な

る
と
同
時
に
、
消
費
者
の
心
と
い
う
の
は
ど
こ
に
あ
る

の
か
を
捉
え
る
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
と
思
い
ま
す
。

宮
入
教
授　

今
ま
で
は
員
外
の
方
に
准
組
合
員
に
な
っ

て
も
ら
う
と
い
う
方
向
に
目
を
向
け
て
い
ま
し
た
が
、
准

組
合
員
に
な
っ
て
頂
い
た
人
た
ち
と
い
う
の
は
味
方
に
な

っ
て
頂
け
る
人
た
ち
で
す
し
、
そ
の
人
た
ち
に
も
ち
ゃ
ん

と
目
を
向
け
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

金
井
さ
ん
は
、
准
組
合
員
と
い
う
言
葉
が
ま
だ
分
か

り
づ
ら
い
か
と
思
い
ま
す
が
。

　

今
回
参
加
す
る
に
あ
た

り
准
組
合
員
に
つ
い
て
勉

強
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
で

も
難
し
く
、
今
日
は
准
組

合
員
問
題
が
分
か
ら
な
い
人
の
代
表
で
こ
こ
に
座
っ
て

お
り
ま
す
。
初
歩
的
な
質
問
で
す
が
、﹃
准
組
合
員
で

あ
る
メ
リ
ッ
ト
﹄
や
当
事
者
意
識
を
持
っ
て
頂
く
た
め

の
繋
が
り
が
大
切
と
思
い
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
も
の

は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

宮
崎
参
事　

私
ど
も
が
准
組
合
員
に
な
っ
て
頂
く
と
い

う
時
に
中
々
メ
リ
ッ
ト
を
お
話
で
き
て
い
な
い
か
も
し

れ
な
い
で
す
ね
。
結
局
は
、
員
外
利
用
規
制
を
何
と
か

ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
ば
か
り
考

え
て
し
ま
っ
て
い
た
な
と
思
い
ま
す
。
広
報
誌
を
配
る

く
ら
い
で
あ
り
、
そ
こ
は
反
省
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

点
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

宮
入
教
授　

金
井
さ
ん
の
質
問
は
結
構
難
し
い
問
題
で
、

員
外
か
ら
准
組
合
員
に
な
っ
て
頂
く
時
は
、
金
利
な
ど

事
業
面
で
メ
リ
ッ
ト
を
出
せ
ま
す
が
、
本
当
に
そ
れ
だ

け
な
の
か
と
い
う
こ
と
も
話
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
し
、
私
も
地
域
に
行
っ
て
お
話
を
聞

く
と
、
そ
も
そ
も
自
分
が
准
組
合
員
で
あ
る
と
い
う
意

識
が
無
い
人
も
多
い
で
す
。
准
組
合
員
の
人
た
ち
に
意

識
的
に
味
方
に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
、
准
組
合
員
で
あ

る
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
と
い
っ
た
素
朴
な
質
問
に
向
き
合

う
こ
と
、
こ
れ
ら
は
突
き
つ
け
ら
れ
た
課
題
な
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
山
口
さ
ん
は
お
話
を
聞
い
て
い

か
が
で
す
か
。

　

Ｊ
Ａ
の
准
組
合
員
は
、

出
資
を
し
て
、
共
済
や
貯

金
も
利
用
し
ま
す
が
、
１

人
１
票
の
運
営
権
は
持
ち

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
准
組
合
員
の
方
に
単
な
る
利
用
者
で

な
く
、
サ
ポ
ー
タ
ー
や
応
援
団
と
し
て
、
私
も
Ｊ
Ａ
を

支
え
る
一
員
な
ん
だ
と
い
う
自
覚
や
責
任
を
持
っ
て
頂

く
こ
と
を
考
え
た
時
、
例
え
ば
農
家
で
な
い
方
に
も
理

事
に
な
っ
て
頂
く
と
か
、
総
会
や
総
代
会
に
参
加
し
て

も
ら
う
と
か
、
運
営
参
画
の
部
分
で
一
歩
踏
み
込
ん
だ

整
理
を
す
る
べ
き
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

宮
入
教
授　

准
組
合
員
の
方
に
組
合
員
と
し
て
の
当
事

者
意
識
を
持
っ
て
頂
く
た
め
、
北
海
道
で
も
准
組
合
員

の
運
営
参
画
と
い
う
部
分
に
一
歩
踏
み
込
ん
だ
ら
ど
う

か
と
い
う
話
で
し
た
が
、
こ
の
場
だ
け
で
結
論
が
出
る

話
で
は
無
い
の
で
、
皆
さ
ん
が
持
ち
帰
っ
て
各
地
域
で

議
論
し
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
制
度
の
部
分
に
踏

み
込
ん
だ
話
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
高
橋
参
事
い
か
か

が
で
し
ょ
う
か
。

高
橋
参
事　

准
組
合
員
の
方
は
、
自
分
が
准
組
合
員
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
認
識
で
き
て
い
な
い
方
も
多
い
と

い
う
の
が
実
態
で
す
。
そ
の
中
で
北
海
道
大
会
の
決
議

の
中
で
は
「
豊
か
な
魅
力
あ
る
農
村
」
と
し
て
地
域
に

と
っ
て
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
地
域
の
実
現
を
打

ち
出
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
農
業
者
、
農
家
だ
け
で

は
実
現
で
き
な
い
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
地
域
の
中

で
、
生
協
の
組
合
員
さ
ん
も
一
緒
に
な
り
な
が
ら
、
協

同
活
動
を
実
践
し
て
い
き
、
行
動
す
る
サ
ポ
ー
タ
ー
に

な
っ
て
頂
く
こ
と
が
今
後
求
め
ら
れ
て
く
る
と
感
じ
ま

す
。
ま
さ
に
今
、
私
た
ち
は
生
協
さ
ん
と
も
色
々
な
所

で
一
緒
に
取
組
み
が
出
来
な
い
か
と
考
え
て
お
り
、
そ

う
い
っ
た
協
同
組
合
間
協
同
の
中
か
ら
何
か
見
出
し
て

い
き
た
い
で
す
。

山
口　

敏
文 

氏

北
海
道
生
活
協
同
組
合
連
合
会

副
会
長
（
事
例
発
表
者
）

金
井　

憧
れ 

氏

　

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

　
　

キ
ャ
ス
ト
・
プ
ラ
ス
所
属
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編 集 後 記
EDITOR’S NOTE

□ ７月に入り、一番牧草の収穫作業も大詰めとなって参ります。牧草収穫がスタート
した初期の６月に白糠町のF︲SEED（エフシード）（白糠のＴＭＲセンター）が保有
する茶路縫別の圃場に入らせて頂き、収穫風景を撮らせて頂きました。その圃場は、
平らな土地以外に表紙の写真にもあるように山にも面しているため、トラクターをか
なり傾かせながらも無駄のない動きで刈り取り作業を進めておりました。また、刈り
取り後の高さもかなり高く、小雨は降り続いておりましたが、今後の粗飼料品質が
楽しみになるような高品質サイレージが出来ることを祈りつつ圃場を後にしました。

理　事　会　報　告
6月定例理事会　平成30年６月26日（火）

報告事項　�
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．５月末財務状況について
４．事業の実施処理状況について
５．内部審査の結果について
６．ＪＡバンク基本方針に基づく報告について

付議事項　�
議案第１号　 平成３０年度（第１四半期）にかか

る監事監査の結果について
議案第２号　融資の承認について
議案第３号　諸規程の一部変更について
議案第４号　建設委員会への委任について

その他協議事項　�
１．当面の業務日程について

大変お世話になりました。
田　　村　　　良　　友
音別支所　金融共済課長
６月30日をもって退職しました。

■平成30年度 　生乳生産実績（６月）
月計乳量（kg） ６月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

ＪＡくし ろ 丹 頂 8,771,127.3 104.2 26,209,792.5 103.9
鶴 居 地 区 3,219,350.8 107.5 9,619,011.1 107.9
幌 呂 地 区 2,254,978.8 102.6 6,734,849.1 101.0
白 糠 地 区 1,757,737.3 99.7 5,268,454.7 100.5
音 別 地 区 1,539,060.4 105.2 4,587,477.6 104.3

管 内 計 45,789,166.8 101.5 136,174,019.4 101.4
（前年度管内計） 45,107,726.4 134,273,440.2

辞　　令　　発　　令
氏　　名 新　所　属 旧　所　属

山　村　正　幸 音 別 支 所　金融共済課長 白 糠 支 所　金融共済課長
矢　部　哲　也 白 糠 支 所　金融共済課長兼金融共済係長 白 糠 支 所　金融共済課金融共済係長

（平成30年７月１日付）

ＪＡくしろ丹頂　盆休日程表　 ※就業規則の変更により今年から盆休が８／15・16日となりました。 営業日 休業日

部門

年 月 日

購買・鶴居 購買・幌呂 購買・白糠 購買・音別
生活店舗 給油所 資　材 生活店舗 給油所 資　材 給油所 資　材 生活店舗 給油所 資　材

平成30年8月15日
8月16日

・万一、交通事故が発生した時は、フリーダイヤル（₀₁₂₀－₂₅₈－₉₃₁）に電話をして下さい。　事故の受付とアドバイスをしてくれます。

部門

年 月 日

各地区の事務所 販　　売 家畜改良
生　乳 哺育育成 

センター
幌　呂 

育成牧場管理・共済 金　融 営　農 鶴居・幌呂 白糠・音別 鶴居・幌呂 
白糠・音別

平成30年8月15日 通　常　業　務

8月16日 一 般 市 場 ↓ ↓ ↓

◆鶴居地区の皆様へ
・ 生産資材に関することは、田中課長（090－5074－2374）に連絡

して下さい。
◆幌呂地区の皆様へ
・ 生産資材に関することは、泉課長（090－7055－1541）に連絡し

て下さい。

◆白糠地区の皆様へ
・ 生産資材に関することは、大石課長（自宅6－2734　携帯090－

1640－0376）に連絡して下さい。
◆音別地区の皆様へ
・ 生産資材に関することは、林課長（090－8905－1705）に連絡し

て下さい。


